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大
谷
自
然
公
園
は
、
自
然

環
境
の
中
で
の
野
外
活
動
、

環
境
学
習
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
健
康
な
心
と
体
を

育
む
青
少
年
の
育
成
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
地
域
住
民
の

健
康
増
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
平
成
15

年
度
か
ら
整
備
を
は
じ
め
、

本
年
３
月
末
完
成
し
ま
し

た
。

　

４
月
２
日
に
開
園
式
が
行

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
都
市
公

園
の
設
置
及
び
管
理
に
つ
い

て
必
要
な
事
項
を
定
め
た
も

の
で
す
。

　

自
然
環
境
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　

大
谷
自
然
公
園
が
完
成

 ―

都
市
公
園
条
例―

　

平
成
15
年
６
月
の
地

方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、「
公
の
施
設
の
管
理
」

を
民
間
業
者
も
行
え
る

「
指
定
管
理
者
制
度
」
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、

昨
年
12
月
に
策
定
し
た

第
４
次
行
財
政
改
革
集

中
プ
ラ
ン
で
、
当
町
が

設
置
す
る
公
の
施
設
に

も
、
こ
の
制
度
を
導
入

し
、
効
率
的
な
運
営
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

完成した大谷自然公園

※　

町
立
学
校
施
設
使
用
に

関
す
る
議
案
に
つ
い
て
は
、

議
会
最
終
日
に
、
執
行
部
よ

り
再
度
の
検
討
が
必
要
と
い

う
理
由
で
取
り
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。

条
例
の
制
定
及
び
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

「
公
の
施
設
の
管
理
」
を

　
　
　
　
　
　

民
間
業
者
に
も

 ―

指
定
管
理
者
制
度―

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

体育施設も民間業者の管理に

施　設　名 民間業者の移行時期

中央公民館（歴史民俗資料館を除く）

平成１８年９月予定

中央公民館　長谷別館

体育施設

総合福祉センター

し尿処理施設

町営葬斎場

鞍手駅関連施設

大谷自然公園 １年間利用状況を見て検討

　

職
員
の
給
料
表
を
平
均

４
．
８
％
引
き
下
げ
、
地
域

手
当
を
導
入
し
ま
す
。

　

地
域
手
当
導
入
に
よ
り
、

調
整
手
当
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
退
職
時
の

給
与
月
額
に
退
職
理
由
と
勤

続
年
数
に
応
じ
て
定
め
ら
れ

た
支
給
率
を
乗
じ
て
得
た
額

と
し
て
い
た
が
、
今
後
は
在

職
期
間
中
の
貢
献
度
を
加
味

し
た
調
整
額
を
加
え
た
額
と

な
り
ま
す
。

　

産
業
課
長
が
農
業
委
員
会

事
務
局
長
を
兼
務
し
、「
総

務
課
」
と
「
人
権
推
進
課
」

を
統
合
し
た
た
め
、
職
員
定

数
が
４
２
７
人
か
ら
４
２
５

人
に
な
り
ま
す
。

職
員
の
給
料
表
を
平
均

４
．８
％
引
き
下
げ

（
賛
成
13
、
反
対
２
で
可
決
）

職
員
の
退
職
手
当
の
支

給
内
容
が
変
わ
り
ま
す

（
賛
成
13
、
反
対
２
で
可
決
）

職
員
定
数
２
名
減

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
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反 

対 

討 

論

　

医
療
費
の
伸
び
と
国
庫

負
担
の
削
減
な
ど
で
、
町

の
国
保
財
政
も
赤
字
で
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
制
度
を

維
持
す
る
た
め
と
は
い
え
、

短
期
保
険
証
や
資
格
証
明

書
を
発
行
し
て
医
療
を
受

け
る
権
利
に
制
限
を
掛
け

続
け
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

国
保
税
を
値
上
げ
し
よ
う

と
す
る
議
案
に
は
反
対
し

ま
す
。

（
宇
田
川　

亮
）

　

公
職
選
挙
法
が
平
成
15
年

12
月
に
改
正
さ
れ
、
期
日
前

投
票
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
町
長
選
挙
に
お

い
て
も
規
定
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
改
正
し
ま
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
き
「
町
障
害
福
祉
計
画
」

を
策
定
す
る
た
め
に
、
各
専

門
分
野
か
ら
の
意
見
聴
取
や

調
査
・
検
討
を
行
う
た
め
に

設
置
し
ま
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
公

布
に
伴
い
、
身
体
障
害
者
福

祉
法
で
規
定
す
る
身
体
障
害

者
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

　

平
成
16
年
３
月
、
法
律
で

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
保
護
の
た
め
の
措
置
と

し
て
、
協
議
会
並
び
に
国
民

保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対

処
事
態
対
策
本
部
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
た
め
、
そ

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

必
要
な
事
項
を
定
め
ま
す
。

町
長
選
挙
の
記
号
式
投

票
に
関
す
る
条
例
の
改

正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

障
害
福
祉
計
画
策
定
委

員
会
を
設
置

　
　
　

―

町
附
属
機
関―

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

印
鑑
登
録
、

証
明
書
発

行
の
際
、

必
要
な
範
囲

の
質
問
を（

全
員
賛
成
で
可
決
）

身
体
障
害
者
施
設
等
が

障
害
者
支
援
施
設
に

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

武
力
攻
撃
な
ど
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

国
民
の
保
護

 ―

国
民
保
護
協
議
会―

　
　
　
　
　
　

―
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び　
　
　
　

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部―

（
全
員
賛
成
１３
・
反
対
２
で
可
決
）

武力攻撃事態とは

１. 着上陸侵略

２. ゲリラや特殊部隊による攻撃

３. 弾道ミサイル攻撃

４. 航空攻撃など

　

国
保
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

（
賛
成
１３
、
反
対
２
で
可
決
）

　

当
町
の
国
民
健
康
保
険
財

政
は
、
こ
こ
数
年
赤
字
が
続

い
て
い
る
の
で
、
今
回
健
全

運
営
を
行
う
た
め
、
医
療
給

付
費
分
基
礎
課
税
額
、
介
護

納
付
金
分
基
礎
課
税
額
、
介

護
納
付
金
課
税
額
の
引
き
上

げ
を
行
い
ま
す
。

区　分 現　行 改定案 改定後 引き上げ率

所得割 １０.２０％ １０.７０％ ０.５０％

３.００％平均割 ２２,０００円 ２２,０００円 ０円

平等割 ２７,０００円 ２８,０００円 １,０００円

１. 医療分基礎課税額

区　分 現　行 改定案 改定後 引き上げ率

所得割 １.５３％ １.９０％ ０.３７％

１２.３１％平均割 ６,８００円 ６,９００円 １００円

平等割 ４,１００円 ４,７００円 ６００円

２. 医介護分基礎課税額

る
施
設
が
障
害
者
自
立
支
援

法
で
規
定
す
る
障
害
者
支
援

施
設
と
改
め
ら
れ
ま
す
。

　

印
鑑
登
録
、
証
明
書
は
、

社
会
に
お
い
て
極
め
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

正
確
性
・
確
実
性
を
き
す
た

め
に
実
施
し
ま
す
。

住 民 課 窓 口

反 

対 

討 

論

　

町
民
に
は
国
民
保
護
法

と
耳
ざ
わ
り
の
良
い
言
葉

で
ご
ま
か
し
、
武
力
攻
撃

事
態
等
に
お
い
て
、
町
民

を
保
護
す
る
ど
こ
ろ
か
、

逆
に
戦
争
と
い
う
言
葉
を

使
わ
ず
戦
争
の
危
機
に
総

動
員
し
町
民
を
縛
る
も
の

で
す
。
時
間
を
掛
け
て
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
知
ら
せ
、

本
来
の
地
方
自
治
体
の
役

割
で
あ
る
真
に
町
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
立
場
に

立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の

条
例
を
撤
回
す
べ
き
で
あ

り
、
国
の
押
し
つ
け
の
条

例
案
に
怒
り
を
込
め
て
反

対
し
ま
す
。(

松
本　

典
子)




